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必要と⾒込まोॊ⼟地利⽤の規模قフঞームكの算出 

ⓠك住宅地 

Ẕ住宅地の規模の算出ẕ 

㻝㻕 㻞㻜㻟㻜 ᖺ市街化区域人口を算出 

2030 ᖺ市街化区域人口を、人口ビジョン࡛定ࡿࡵ市全体ࡢ 2030 ᖺ人口㸦約 60,000 人㸧ࡾࡼ 2010

ᖺ(ᖹ成 22ᖺ)ࡽ 2015 ᖺ(ᖹ成 27ᖺ)ࡢ変化率を基推計した 2030 ᖺ市街化調整区域人口㸦約

9,000 人㸧を差し引くこࡾࡼ算出 

ᵔᵎᵊᵎᵎᵎ 人ᵋᵗᵊᵎᵎᵎ 人＝ᵓᵏᵊᵎᵎᵎ 人 

 

㻞㻕 市街化区域の 㻞㻜㻝㻤 ᖺ㻔ᖹ成 㻟㻜 ᖺ㻕可ఫ地人口密度を算出 

ᵓᵑᵌᵓ 人ᵍha 

※ྍఫ地人口密度2018、ࡣ ᖺ(ᖹ成 30 ᖺ)ఫ民基本ྎ帳を基した市街化区域内人口を都市計画基礎調査ࡿࡼ

ྍఫ地面積࡛除したྍఫ地࠾けࡿ人口密度 

※ྍఫ地ࡣ、道路、水面、大規模商業施設用地、工業専用地域ࡢ࡞土地利用ࡀさ࡚ࢀいࡿ区域を除いた区域 

 

㻟㻕 㻞㻜㻝㻤 ᖺ㻔ᖹ成 㻟㻜 ᖺ㻕可ఫ地人口密度㻔㻡㻟㻚㻡 人㻛ha㻕䛻、世帯人員変化率㻔㻜㻚㻥㻟㻡㻕、ఫ宅用地の増加率

㻔㻝㻚㻜㻞㻟㻕を乗䛨䜛こ䛸䛻䜘䜚、㻞㻜㻟㻜 ᖺの可ఫ地人口密度を算出 

ᵓᵑᵌᵓ 人ᵍha×ᵎᵌᵗᵑᵓ×ᵏᵌᵎᵐᵑ＝ᵓᵏᵌᵐ 人ᵍha 

※世帯人員変化率2005、ࡣ ᖺ(ᖹ成 17 ᖺ)ࡽ 2015 ᖺ(ᖹ成 27 ᖺ)ࡢ国勢調査ࡿࡼ世帯当たࡾ人員ࡢ実績値

 人員を推計ࡾ世帯当たࡢ将来ࡾࡼ近似式、ࡽ

※ఫ宅用地ࡢ増加率2018、ࡣ ᖺ(ᖹ成 30 ᖺ)ࡢ土地利用区分別面積㸦都市計画基礎調査㸧ࡽ、市街化区域内

 想定転換した実績値を基ఫ宅地ࡀ農地࣭山林ࡿけ࠾

 

㻠㻕 㻞㻜㻝㻤 ᖺ㻔ᖹ成 㻟㻜 ᖺ㻕可ఫ地面積䠄㻥㻞㻢ha䠅䛸 㻞㻜㻟㻜 ᖺ可ఫ地人口密度䠄㻡㻝㻚㻞 人㻛ha䠅䛛䜙、現行市街化区

域面積䛷 㻞㻜㻟㻜 ᖺ䛻収容䛷䛝䜛人口を算出 

 ᵗᵐᵔha×ᵓᵏᵌᵐ 人ᵍha＝約 ᵒᵕᵊᵎᵎᵎ 人 

㻡㻕 各種施策䠄常滑駅周辺の高度利用の促進、空家対策、土地区画整理事業施行区域ෆのప未利用地

の利用促進䠅䛻䜘䜚、現行市街化区域䛷 㻞㻜㻟㻜 ᖺ䛻収容䛷䛝䜛人口を上乗せ䛧䛶再設定 

ᵒᵕᵊᵎᵎᵎ 人＋ᵏᵊᵓᵎᵎ 人＋ίᵏᵊᵎᵎᵎ 人～ᵏᵊᵗᵎᵎ 人ὸ＝ί約 ᵓᵎᵊᵎᵎᵎ 人～約 ᵓᵏᵊᵎᵎᵎ 人ὸ 

※常滑駅周辺ࡢ商業地域࠾けࡿ目標人口密度を 100 人/ha 以ୖし、増加人口を約 300 人想定 

※新田地区暫定用途地域࠾けࡿ目標人口密度を 80人/ha 以ୖし、増加人口を約 200 人想定 

※推定空家率 10％以ୖ地区࠾けࡿ想定空家数ࡢ 1/2  3人/世帯増加したし、増加人口を約 1,000 人想定 

※土地区画整理事業施行地区࠾い࡚ࡣ、計画人口現在人口ࡢ差を増加人口した約 1,900 人、想定人口

㸦＝計画人口×0.9㸧現在人口ࡢ差を増加人口した約 1.000 人࡛想定 

 

㻢㻕 㻞㻜㻟㻜 ᖺ市街化区域人口䠄約 㻡㻝㻘㻜㻜㻜 人䠅䛸、現行市街化区域面積䛷 㻞㻜㻟㻜 ᖺ䛻収容䛷䛝䜛人口の差䛻

䜘䜚、㻞㻜㻟㻜 ᖺ䛻現行市街化区域䛻収容䛷䛝䛺い人口を算出 

ᵓᵏᵊᵎᵎᵎ 人－ίᵓᵎᵊᵎᵎᵎ 人～ᵓᵏᵊᵎᵎᵎ 人ὸ＝Max 約 ᵏᵊᵎᵎᵎ 人 

㻣㻕 㻞㻜㻟㻜 ᖺ䛻市街化区域䛻収容䛷䛝䛺い人口を、㻞㻜㻟㻜 ᖺ可ఫ地人口密度 㻤㻜 人㻛ha䠄想定䠅䛷除䛩䜛こ䛸

䛷、㻞㻜㻟㻜 ᖺま䛷䛻拡大䛜必要䛸䛺䜛ఫ宅用地面積を算出 

Max 約 ᵏᵊᵎᵎᵎ 人÷ᵖᵎᵌᵎ 人ᵍha＝Maxᵏᵐᵌᵓha 

Max ᵏᵐᵌᵓha÷ᵕᵓᵌᵎ%＝Max 約 ᵏᵓha㸦有効宅地率を  仮定㸧75%

参考資料㻙㻝 
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ⓡك産業⽤地ق⼯場及び流通業務等の施設⽤地、観光交流施設⽤地ك 

Ẕ産業用地の規模の算出ẕ 

㻝㻕 都市計画基礎調査を基䛻、㻞㻜㻝㻤 ᖺ㻔ᖹ成 㻟㻜 ᖺ㻕産業用地面積を算出 

商業用地ᵆhaᵇ 工業用地ᵆhaᵇ 商業用地 

及び 

工業用地 

ᵆhaᵇ 

産業用地 

 

 

ᵆhaᵇ 

 ᵏha 以上の 

商業施設用地

ᵆhaᵇ 

 工業団地 

卸売団地 

ᵆhaᵇ 

120.14 67.85 209.41 56.8 約 330 約 125 

 

※産業用地ࡣ、市街化区域内ࡢ 1ha 以ୖࡢ商業施設用地及び工業࣭卸売団地 

 

㻞㻕 㻞㻜㻝㻤 ᖺの工業・商業用地面積約 㻟㻟㻜ha 䛸敷地生産性䠄推計値䠅約 㻣㻤㻟 百万㻛ha 䜘䜚求めた 㻞㻜㻝㻤 ᖺ

の市ෆ総生産額䠄約 㻞㻡㻣㻘㻡㻜㻜 百万䠅䛻ᖺ成長率䠄㻝㻚㻠㻜％䠅を乗䛨䛶算出  

ᵐᵓᵕᵊᵓᵎᵎ 百万円×Ტ1＋1.40％Უ

12 年 

＝約 304,270 百万円 

※市内総生産ࡣ、商業及び工業わࡢࡶࡿ限定 

※ᖺ成長率ࡢ設定ࡣ、愛知県࠾けࡿ 1997 ᖺ(ᖹ成 9ᖺ)ࡽ 2014 ᖺ(ᖹ成 26ᖺ)ま࡛ࡢ成長率ࡢᖹ均値を採用 

㻟㻕 㻞㻜㻟㻜 ᖺ市ෆ総生産䠄約 㻟㻜㻠㻘㻞㻜㻜 百万䠅䛸 㻞㻜㻟㻜 ᖺ敷地当た䜚市ෆ総生産㻔約 㻣㻡㻜 百万㻛ha㻕䛛䜙、

㻞㻜㻟㻜 ᖺ䛻必要䛸䛺䜛商業用地及び工業用地の面積を算出 

304,270 百万円÷ᵕᵓᵎ 百万円ᵍha＝約 ᵒᵎᵓha 

※2030 ᖺ敷地当たࡾ市内総生産2003、ࡣ ᖺ㸦ᖹ成 15ᖺ㸧、2007 ᖺ㸦ᖹ成 19ᖺ㸧、2013 ᖺ㸦ᖹ成 25ᖺ㸧ࡢ敷地当

たࡾ市内総生産ࡢ実績値ࡽ近似式ࡾࡼ推計 

 

㻠㻕 㻞㻜㻟㻜 ᖺ䛻必要䛸䛺䜛商業用地及び工業用地面積䠄約 㻠㻜㻡ha䠅䛸、㻞㻜㻝㻟 ᖺ㻔ᖹ成 㻞㻡 ᖺ㻕及び 㻞㻜㻝㻤 ᖺ㻔ᖹ

成 㻟㻜 ᖺ㻕の工業用地及び商業用地面積の合計䛻対䛩䜛産業用地割合のᖹ均値䠄㻠㻝㻚㻞％䠅䛛䜙、㻞㻜㻟㻜

ᖺ産業用地面積を算出 

ᵒᵎᵓha×ᵒᵏᵌᵐ％＝約 ᵏᵔᵕha 

㻡㻕 㻞㻜㻟㻜 ᖺ産業用地面積䠄約 㻝㻤㻞ha䠅䛸 㻞㻜㻝㻟 ᖺ㻔ᖹ成 㻟㻜 ᖺ㻕産業用地䠄約 㻝㻞㻡ha䠅の差䛛䜙、㻞㻜㻟㻜 ᖺま䛷䛻

必要䛸䛺䜛産業用地増分を算出 

ᵏᵔᵕha－ᵏᵐᵓha＝約 ᵒᵐha 

㻢㻕  㻞㻜㻟㻜 ᖺま䛷䛻必要䛺産業用地面積䛛䜙、都市再生緊急整備地域䛻䛚け䜛ప未利用地䛛䜙の転換

面積䠄約 㻝㻥ha䠅を差䛧引䛝、拡大䛜必要䛸䛺䜛産業用地面積を算出 

ᵒᵐha－ᵏᵗha＝約 ᵐᵑha  ᵐᵑha÷ᵕᵏᵌᵔ%＝約 ᵑᵐha㸦有効宅地率を  仮定㸧71.6%

 

※都市再生緊急整備地域࠾けࡿప未利用地つい࡚ࡣ、大部分ࡀ未着手࡛あࡿ開発事業区域ࡢ合計面積を転換

面積し࡚算出 

※ᖹ均有効宅地率ࡣ、近ᖺ愛知県ୗ࡛開発さࢀた工業用地ࡼ࠾び商業用地࠾けࡿ道路等を除いた宅地し࡚利

用࡛ࡿࡁ面積割合ࡢᖹ均値 
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市街化調整区域の産業系開発ポテンシャঝ評価 
 評価⽅法كڭق

⋇評価の基本的考え⽅ 
ऒऒदमؚ市街化調整区域を対象पؚ複数भ評価指標प基तऌؚ都市的⼟地利⽤へभ転換可能

性ق開発ポテン३ャঝكपणいथؚ開発阻害・保全要素ध産業系開発ポテン३ャঝभ評価を⾏う؛ 
 

⋈評価指標の設定と配点 
評価指標पणいथमؚ開発阻害・保全要素ؚ開発ポテン३ャঝق産業系كभڮणभ観点ऊै下

記प⽰す指標を設定した؛ 
開発阻害・保全要素पणいथमؚ都市的開発भ困難性भ程度पेॉؚ開発不適ध-さ 点 -ؚ2 点भ

3 区分धしؚ各要素भ評価点を⾜し合わせथؚ市街化調整区域भ保全度・開発阻害度を導いた؛ 
開発ポテン३ャঝपणいथमؚ⾃動⾞専⽤道路 Iで へभアクセ५ؚ幹線道路भ利便性ؚ既存⼯業

系⼟地利⽤धभ整合性ؚ観光資源へभ隣接性भ指標を設定しؚ指標ओधप 2 ऩいし さ 点भ評価点
を設けؚऒोैを⾜し合わせथ開発ポテン३ャঝभ評価धしؚऔैप開発阻害・保全度भ評価点
を加えؚ産業系भ開発可能性総合評価を⾏ढた؛ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料㻙㻞 
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■評価指標評価点の配分 

開発阻害・保全要素

評価項目 評価基準 指標 評価点 資料

浸水危険性ࠉ極め࡚大
浸水想定深度1.0ｍ以ୖ㸦1階軒ୗま࡛浸水㸧

開発不適

浸水危険性ࠉ大
浸水想定深度0.5～1.0ｍ未満㸦床ୖ浸水㸧

-2

浸水危険性ࠉあࡾ
浸水想定深度0.5ｍ未満

-1

浸水危険性ࠉ極め࡚大
浸水想定深度1.0ｍ以ୖ㸦1階軒ୗま࡛浸水㸧

開発不適

浸水危険性ࠉ大
浸水想定深度0.5～1.0ｍ未満㸦床ୖ浸水㸧

-2

浸水危険性ࠉあࡾ
浸水想定深度0.5ｍ未満

-1

危険性ࠉ極め࡚大
土砂災害特別警戒区域

開発不適

危険性ࠉ大
土砂災害警戒区域

-2

危険性ࠉあࡾ
急傾斜地崩壊危険個所

-1

農地転用規制 開発伴う規制あࡾ
農用地区域

-1 国土数値情報

開発規制ࠉあࡾ
保安林区域

-1

開発規制ࠉあࡾ
自然公園区域

-1

開発可能࡞土地ࡀ存在し࡞い
鉄道ࠊ河川・湖沼等の非可住地

開発不適

開発可能࡞土地ࡀ少࡞い
道路ࠊ建物用地ࠊその他の用地

-1

開発ポテンシャル㸦産業系㸧

評価項目 評価基準 指標 評価点 資料

I（へのアクセス条件ࡀ良好 I（ࡽの距離1.0㎞以内
2

I（へのアクセス条件ࡀ中位 I（ࡽの距離1.0～5.0㎞以内
1

アクセス条件ࡀ良好 幹線道路の沿道100ｍ以内
2

アクセス条件ࡀ中位 幹線道路の沿道100～200ｍ以内
1

既存の工業系土地利用隣接

工業系用途地域㸦工業地域㸧・工業団地ࡽ

100ｍ以内

2

既存の工業系土地利用近接

工業系用途地域㸦工業地域㸧・工業団地ࡽ

100～500ｍ以内

1

土砂災害危険区域 県資料

開発可能࡞土地の

有無

国土数値情報㸦詳細

土地利用㸧

津波想定区域 愛知県浸水図

高潮浸水予測 愛知県高潮想定

森林規制 国土数値情報

幹線道路のアクセ

ス条件

既存工業系土地利

用の整合性

I（へのアクセス性

観光資源への隣接

性

2観光資源ࡽの距離1.0㎞以内観光資源へのアクセス条件ࡀ良好
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■評価対象メッシュ 

 

評価म標準地域メッ३ュभ 3 次メッ३ュ さこさご 細分区画قさごごm メッ३ュكを⽤いؚ市
街化調整区域を対象धしथ評価すॊ؛ 
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 評価結果كڮق
 
産業系開発ポテンシャঝ総合評価 

阻害・保全要素を加えた産業系開発ポテン३ャঝभ総合評価結果をाॊधؚ評価点ऋプছ
५भ中位以上گق点以上كभ⽐較的⾼いメッ३ュऋऽधऽढथいॊग़জアम がؚ都き⻄知多道路
が仮き⻘海 Iで 周辺ؚ久⽶⼯業団地周辺ؚ久⽶南部⼯業団地北側ؚधऒऩめ焼卸団地周辺ؚが都き
知多横断道路沿道 がؚ都き常滑半⽥線沿道ऩन市北部प集中しथउॉ 市ؚ南部दम⼤⾕⼯業団地
北側ؚが都き古場武豊線沿道ؚが都き知多⻄部線沿道प存在すॊ؛ 

■産業系開発ポテンシャル総合評価 
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■産業系開発ポテンシャル総合評価㸦評価点３点以ୖのメッシュ㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

(都)⻄知多道路(仮)⻘海 IC

とこなめ焼団地周辺
+ 

知多横断道路沿道 

(都)知多⻄部線沿道 

久⽶⼯業団地周辺 

久⽶南部⼯業団地北側

⼤⾕⼯業団地北側

(都)常滑半⽥線沿道

(都)古場武豊線沿道
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⋉要素別の評価結果 
 

ْ開発阻害・保全要素総合評価ٓ 
開発阻害・保全要素भ評価結果をाॊधؚ名鉄常滑線भ沿線地域मؚ市街化区域内दあॊ

ऋؚ津波ؚ⾼潮ऩनभ危険性ऋ⾼い地区ऋ広く分布しؚ開発不適地धしथ評価औोथいॊ؛ 
 

開発阻害・保全要素評価結果 
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ْ産業系開発ポテンシャঝ総合評価ٓ 
産業系開発ポテン३ャঝभ評価結果をाॊध既存⼯業地प隣接すॊ幹線道路भ沿道地区や

インターチख़ン४周辺भ幹線道路沿道地区ऋ⾼くऩढथいॊ؛ 
 

■産業系開発ポテンシャル評価結果 
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 項⽬別の評価كڮق

⋇開発阻害・保全要素 
■津波想定区域 
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■津波浸水危険度評価 
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■高潮浸水想定区域 
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■高潮浸水危険度評価 
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■土砂災害危険区域 
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■土砂災害危険度評価 
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■農用地区域 
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■農地転用規制度評価 
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■森林開発規制状況 
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■森林開発規制度評価 
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■土地利用状況 
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■開発ྍ能地評価 
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⋈開発ポテンシャঝق産業系ك 

■インタ࣮チェンジ利便性評価 
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■幹線道路ࡢ利便性 
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■幹線道路利便性評価 
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■工業地隣接性評価 
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■観光資源隣接性評価 
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■抽出観光資源 

 

 

 

 

 


